
楽石雑筆にみる君津地方の遺跡調査 

                               光江 章（財団法人 君津郡市文化財センター） 

酒巻 忠史（木更津市教育委員会） 

 

はじめに－楽石雑筆とのかかわり－ 

光江 章：それでは、｢楽石雑筆にみる君津地方の遺跡調査｣ということで始めさせて頂きたいと思います。 

まず始めに、お手元にあります資料に４名（光江・酒巻・甲斐博幸・稲葉昭智）連記してあります。実

はこの４名で『楽石雑筆』を中心にした資料収集とか情報交換で集まりを持っております。本日は都合に

より出席できませんので、私と酒巻がその４人の代表という事で報告させて頂きます。 

 まず『楽石雑筆』との関わりですが、木更津にあります菅生遺跡の記述がかなり多くあることは、以前

から知られていました。『袖ヶ浦市史』の編纂の過程で、改めて『楽石雑筆』を読んでいきますと、菅生に

関する記述だけではなく、木更津市内のこれまであまり知られていなかった遺跡の記述ですとか、木更津

市内の町の様子とか、そういったものがかなり書かれていますので、非常に興味深いものでありました。 

そこで、考古学関係の検討の他に、色々な面からの情報交換を考え、さらに、その情報交換したものを

共有化し、将来的にはどういう形になるか分かりませんけれども、公表も念頭にいれた上で一応複数の人

間で検討していった方が良いのではないかということで、上に挙げております４名で集まりをもっている

訳です。 

特に情報の共有化という点でいいますと、個人で、話としては色々知っているんですけれども、情報と

して活かされていないということは、我々の身近でも目にします。個人的に知っていることや、地元の伝

承とか言い伝えみたいなものは、その場や個人の段階で途切れてしまえば情報としてはおしまいだ、とい

う部分があります。この場をお借りして、皆さんに知って頂くという非常に良い場を与えて頂いたことを

有難く思っております。 

 それでは、私は｢君津地方と大場磐雄｣、それから「遺跡調査と大場磐雄｣の中で丸山古墳についてのお話

をさせて頂いて、その後酒巻に代わりたいと思います。宜しくお願いします。 

 

１．君津地方と大場磐雄 

 まず、表１をご覧ください。大場磐雄氏の足跡としましては、まず昭和３(1928)年に木更津の方に来ら

れているんです。これが一番最初ですね。この時は丸山古墳というところの資料を見ただけで、特に調査･

発掘等はされていません。その後、遺跡の発掘などをされるようになるのが昭和８(1933)年からです。昭

和８年から昭和13年にかけて、主に菅生遺跡の調査を中心にされております。 

 図１に示しましたように、君津地方は千葉県のほぼ東京湾側の中央辺りに位置します。北から袖ヶ浦市、

木更津市、君津市、富津市。この４市を一応君津地方と呼んでおりますけれども、この地域を中心に色々

調査されております。この他には、千葉県内では銚子ですとか、それから館山方面もかなりいらっしゃっ

ているようですが、我々は『楽石雑筆』の中から特に君津地方の資料だけを丹念に読み込んでいますので、

他の地域の事についてはあまり深く検討しておりません。 

 最初に大場氏が君津地方を訪れたのは木更津市の丸山古墳というところです。図１の上ではかなり込み

入っておりますが木更津駅の東側にあたります。 

 それから、安房の方に行かれた際に途中、富津市の上総湊に一度立ち寄られて、その地元の方の資料を

見たという記述ですとか、後程お話します九十九坊廃寺、その途中で牛ヶ作窯跡、葭ヶ作貝塚といったと
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ころを色々見て回っていらっしゃいます。 

 菅生遺跡の調査は、かなり『楽石雑筆』の中に書かれているんですけれども、その中で特に我々の興味

を引いたのは、今まで知られていなかった古墳について写真を撮ったとか、それからその石室の細かい様

子であるとか、そういうことが書かれている点です。こういった点で『楽石雑筆』を読むだけではなくて、

こちらの大学所蔵のもので何か資料写真などがあるのではないか、ということで杉山林継先生にお尋ねし

たところ、偶然に画像データの整理をされているというお話でした。そこで写真を見せて頂いたところ、

今まで見たことがない写真というのがかなりありまして驚いたという様な状況です。 

 

２．遺跡調査と大場磐雄 

（１）丸山古墳 

 まず、木更津の丸山古墳という、たまたま個人のお宅の庭先にあった古墳を掘ったところ、遺物が出て

きた、ということです。表２「丸山古墳出土遺物一覧」という形で挙げてありますが、第１回、第２回、

第３回と分かれて遺物が発見されたようです。このうちの第３回の資料が大場氏が実際に調べた資料にな

ります。第１回の８月６日と８月 13 日の資料につきましては、『楽石雑筆』の中に資料に示したようなも

のが書かれてあります。 

 表の一番右に｢東博所蔵品｣という事で、現在東京国立博物館の方に所蔵されている資料を挙げておりま

す。土器については東博の所蔵品の中からは抜けておりますけども、第１回と第２回のものについては大

体所蔵されているように思います。写真１・２は大場氏が撮影したもので、第３回のものにあたるかと思

います。写真１に須恵器が４点並んでいまして、その下に銅鈴が２点ありますが、これは東博の収蔵資料

と見比べると、若干違いがありますんで、東博の所蔵品にはなっていないという事です。銅鈴が都合３個

出ていますけれども、このうちの１点が東博所蔵品となっていますので、この２点については所在不明で

す。写真２ですが。これも東博の収蔵資料ではなく、須恵器については収蔵されていないという事がわか

ります。それと一番左側の、土師器の高坏だと思うんですけれども。これは脚部に透かしが入っていて非

常に珍しいものといえます。 

 君津地域では 10 例ほどですか、こういった資料があります（図２）。菅生遺跡でもこのような資料があ

るんですけれども、丸山古墳から出ているというのは、私初めて知りましたので、この写真を見せて頂い

て非常に驚いたというところが正直な感想です。 

 このように現在見ることが出来ない資料が、大場資料の写真の上では確認出来るということが分かりま

す。それと同時に『楽石雑筆』を見ていきますと、写真と文字資料との対比で、非常に興味深いところが

益々出てくるのではないかと考えています。 

 丸山古墳ですが。一応６世紀の中頃から後半にかけて、という年代観が挙げられております。今後、墳

丘の測量とかというのが個人のお宅の中、という事でかなり難しい部分がありますので、これからのこと

についてはまた報告をしていかなくてはいけない部分かと思います。 

 

（２）牛ヶ作窯跡 

光江：次に｢牛ヶ作の瓦の窯跡｣と｢九十九坊廃寺｣について酒巻の方から報告します。 

 牛ヶ作の窯跡は、昭和８(1933)年11月九十九坊廃寺に行く途中、大場氏が立ち寄って瓦を確認していま

す。昨年(2002年)の12月に木更津市教育委員会で発掘調査を行ないました。これは大場氏が牛ヶ作の窯跡

を訪ねて以来70年振りとなります。そういったところの発掘を担当した酒巻が居りますので、大場資料と、

今度の発掘資料を比較して話してもらいたいと思います。 
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酒巻 忠史：木更津市の酒巻と申します。『楽石雑筆』の昭和８(1933)年９月10日の記述からです（史料１）。 

大場先生が九十九坊廃寺に足を運んだのは２回でして、昭和８年９月10日と昭和８年11月４日･５日の

両日です。 

昭和８年９月10日は非常に暑い一日だったとあります。８時21分に、この日は両国を出発しまして、

市川の方に寄って、市川を９時44分に出発して、11時に周西駅…今の君津駅です。周淮
す え

郡の西にあるとい

う事で｢周西｣という様な言い方をします。周南、周西という様な言い方が今でもありますが。周西駅に着

きましたが、そこから迎えがないので法木作というところまで歩いています。３km位ありますけれども炎

天下の中を歩いて行っている様です。 

 これらを全部読んでいきますと、大場先生は非常に行動力があって。今の我々より若い時だと思うので

すが、思い立ったらすぐ動く様な、今の私達も見習わなくてはいけない、非常に行動力に溢れた方だった

というのが随所で分かります。 

 大場先生が来ることになりまして、地域の郷土史をやられている小熊吉蔵という方がいるんですが。そ

の方が大場先生の為に場を設定しまして、遺物を全部集めてあげている。それから発掘を、地域の若い人

間に頼んでやらせて、見せ場を作ったところに大場先生を呼んできている、という様な状況が良く分かり

ます。 

 國學院大學の方からご提供頂いた写真をもとに、そのつき合せを『楽石雑筆』の記述としましたけれど

も。その史料と、牛ヶ作瓦窯址の方は昨年の12月に掘ってみる事が出来ましたので、それを合せてご紹介

致します。 

昭和８年の11月26日に波岡村から八重原村へ、という事です（史料２）。今度は牛ヶ作という所があり

まして九十九坊に瓦を供給した窯があるという場所を見学をされている様です。この日は小熊氏とは会う

事が出来なかった、という風に書いてあります。最初に、この人物が誰かといいますと、この日は篠崎四

郎さんと服部という方とそれから大場先生と３人で行動を共にしています。 

 写真３をご覧下さい。小熊吉蔵さんには会えなかったと書いてありますので、この中には小熊さんはい

なくて、一番右側の棒を持っている人がこの土地所有者の中原春次さんという方で、現当主のお父さんに

あたる方なんですが。それから、真ん中に手ぬぐいみたいなものを持って立っている方が篠崎四郎さんで

すね。他の写真からもこのお顔で間違いありません。それから『楽石雑筆』の中に苗字しか出てこない。｢服

部君｣とか｢服部｣とか書いてある方なんですが。新聞記者ではないか、という風にも思うんですが。左から

３番目のメモをとっている方です。左側の２人は恐らく地元の人だろう、と考えています。少し棒の先で

掘っている様な状況ですけれども。この時、少し掘ってみたけれども何も出てこなかった。小さな瓦の破

片と焼土が出ただけであったと書いてあります。 

 

 図４に牛ヶ作の現状図が書いてあります。大場先生達が撮られた部分というのが丁度この真ん中の部分

です。それ以前に、大正時代に刊行された『君津郡郡誌』という本があるんですが。その写真にはもう少

し上のあたりから瓦が沢山出ている様な写真がでておりまして。その場所ではないところをどうやら掘っ

ているんです。 

 我々が昨年12月に掘った部分というのが、この大場先生が掘ったすぐ横の部分と、それからその一番北

側に｢瓦出土地点(地表からスコップ１･２回の深さ)｣と書いてあるところを掘らせて頂いて、瓦が沢山出ま

した。図４の下部に断面図があると思うんですけれども。なだらかな傾斜地に窯が存在したと考えられま

して。大場先生はこの田圃の部分の、丁度土手のはじっこを掘っている。私達が掘りました土蔵の下とい

うところからも、土蔵の横のところからも瓦が出てきました。 
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 この断面図の一番上の｢君津郡郡誌発掘推定地｣というところは既に県道の土手で埋まってしまっていま

すけれども、これを結ぶとほぼ一直線になって、登り窯の一部とそれから灰原の一部という様な関係にな

るかと思います。 

 （写真４）これが東側から撮った写真で。恐らく昭和２(1927)年に刊行された『君津郡誌』というのに

載っている、沢山瓦が出た、というのがこの辺、この上の段だと思うんですが。どういう訳かこの後一行

はこの下の部分を掘っています。この中原さんが『君津郡誌』の写真にも写っていてですね。かなり瓦を

沢山掘り出している写真を撮っている様な状況もあるんですけれども。先生達の一行はどういう訳か、そ

の場所ではないところを掘っている様です。 

 これに写っているのをよく見て頂きたいんですが。先程は５人の人間がいたんですが、この時点では３

人になっていまして。地元の人は何も出てこないからどうやら帰ってしまったようです。ここに人が、籠

かなんか背負っている様な人が写っている様なんですが。どうやら、もう何も出てこないから、という事

で帰ってしまったのではないか、と思います。 

 （写真５）現在の同じ場所から撮った状況ですね。先程の、人が登っていく坂道というのがここで。生

垣がカーブして残っている。先生方が掘った場所というのが恐らくこの部分で。当時は、田圃がこういう

風に広がっていたのが今はこの道路を造る為に埋立てられてしまっています。 

 （写真６）逆側から撮ったものです。元々はこれが随分こっちまで開いていたんですが、全部埋めてし

まって。今は道路を作ってしまった、という様な状況です。 

 （写真７）これが幅が70cm位のトレンチで。大場先生達が掘った近くですね。左上なんですが、ここま

でが田圃の層ですね。これが田圃の耕作土で、その下から瓦が沢山出て来ました。ですから先生達は恐ら

くこの辺を掘っただけでやめてしまった様で。もう少し下まで掘れば、瓦が沢山出てきたのに、と分かり

ました。先生方が掘った様な形跡はなかったんですが。先程の、先生方が写っている写真には土の量がほ

んの少ししか出てこなかったので。やはりそこまでいっていないという事が分かります。 

 （写真８）土蔵の横のトレンチを撮った写真ですが。平瓦が歪んでくっついている写真がありますが。

それと同じ様なものが実はここから出ていまして。５枚位、平瓦と丸瓦が潰れた様な状態でくっついてい

ます。丸瓦が扁平に開いてしまっているものもあります。 

 （写真９）窯址を北側から臨んだところです。両脇が山になっていまして。南北に長い谷の、一番谷頭

の部分に窯があります。丁度東京湾からの北風が上手く入り込む様な位置に作られています。 

 （写真 10）平瓦が５枚くっついている写真ですね。これは大場先生がお撮りになったものですが、現在

所在が分かっておりません。 

 （写真11）軒丸瓦の焼き損じたものですが、これも大場先生がお撮りになったものです。 

 （写真12）これもそうですね。左側の軒丸瓦は写真11のものと同じですが。これは地元の波岡小学校と

いう所に今でも残っていまして。それを県立の上総博物館という所が借り受けておりまして。それをまた

借り受ける形で、久留里城址資料館という－君津市立ですが－そこに今でも残っています。右側は平瓦が

５枚くっついているものを反対側から撮ったものです。 

 （写真13）これが12月に我々が掘った時に出てきたもので。やはり同じ様な模様なんですが。 

 （写真14）拡大です。割れてしまっていますけれども。 

 

（３）九十九坊廃寺址 

 まず、九十九坊という名前なんですが、これは大場先生もお書きになっているんですが、この地にかつ

ては九十九の坊があって、大伽藍が存在したのではないかという様な伝説が地域にあって、そういう名前
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で呼ばれているのではないかと考えられています。塔が真ん中くらいにありまして、その西側に公民館を

建てるので平成５(1993)年に調査をしましたところ、掘立柱の建物が沢山出てきました。こういう掘立柱

が沢山あった状況を、沢山の僧坊が建っているということで九十九坊という風に呼んだのではないか、と

いう様な想定が出来るかと思います。 

 この九十九坊廃寺というのは、有名な内裏塚古墳群が富津の小糸川の河口の方にありますが。そこに前

方後円墳をずっと造り続けて、その後方墳を造り、方墳の時代が終った後に造られた最初のお寺です。７

世紀の第４四半期ですとか、７世紀終末ですとか。そういう言い方をしますが、君津地方の中では非常に

古いお寺の一つです。 

 （写真 15）この写真は塔の基壇の写真ですが、これは９月 10 日に撮ったのではなくて、11 月５日に撮

ったのだと思います。これが塔の基壇とされているところでして。10年以上前に、発掘調査がありまして、

確実に塔の基壇だということが分かったんですけれども。図３にお寺の全体図がありますが、その右の真

中辺りに｢塔｣と書いてある。これを東側から見た写真です。多分左側の人物が持っているのが２mのスタッ

フですが、高さが１ｍ以上ある様な状況だったという点が分かると思います。 

 （写真 16）現在の状態です。実際はもう少し、この画面の左側から撮った写真だと思うんですが。当時

はかなり周りに林があった様ですが。多分戦時中の…色々、材木が要るというような事情で全部刈り取ら

れてしまったのではないかと思われます。先程の写真にはかなり背後に林が写っていた様なんですが、今

ではこういう状態になっております。 

 （写真 17）逆から見た、南側から撮った写真です。この山並みを覚えておいて頂きたいんですが。この

山並みが次の写真で分かると思います。 

 （写真18）ここに同じ山並みがあると思うんですが。写真18には塔の基壇が写っていましたので。もう

少し画面の左側から撮った写真だと思うんですが、今では人家が建っておりまして。撮ることが出来ませ

んでした。 

 （写真 19）これが千葉県教育委員会の方で学術調査を行なった時の写真で。塔の基壇を綺麗にした写真

です。森本和男さんが書かれたこの報告書(『君津市九十九坊廃寺址確認調査報告書』千葉県教育委員会 

1985年)がありますが、この報告書から引用したものです。 

 （写真20）これは大場先生が撮られた写真で。真ん中の心礎の礎石ですね。 

 （写真21）これが千葉県が掘った時の同じ石です。 

 （写真22）半分埋まった状態の、写真21のまだ掘り出していない状態です。こういう写真もあります。 

 （写真 23）近くの家にあった「犬石」と呼んでいるものです。｢犬石｣とか｢牛石｣とかいう風に呼んでい

る例があるようです。上総の大寺廃寺にも｢犬石｣と呼ばれている同じ様な石があるんですが。塔以外の建

物に使われた礎石を地元の人が掘り出して、色々なものに転用しているものだと思います。 

 （写真 24）これは最近の写真で。塔の近くにこの様な大きな、一抱えもある様な石が幾つか残されてお

りまして。これは二つありますが、こんな大きな様な石です。こういうものを指して｢犬石｣と呼んでいる

と思います。 

 （写真 25）これもそうですね。ここにカメラのキャップがありますけれども、こんな大きな石で。すぐ

塔の基壇のすぐ近くに半分埋まった状態で残っております。かなりの数が近くにあるという記述が見られ

ます。 

 （写真 26）これがですね、1 回目の調査の時に瓦を出してきて、見せてくれたとあります。そして写真

を撮りましたということが書いてあるんですけれども。地蔵堂というところに安置していた瓦ではないか

と思います。 
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 左側の軒丸瓦につきましては、県立房総風土記の丘というのが龍角寺の近くにありますが、そこに今入

っております。右側の軒平瓦については、所在が分かっておりません。この左側と同じ様な瓦が國學院大

學の考古学資料館にも１点入っておりますので、御覧になると良いかと思います。 

 

おわりに 

光江：入れ替わりで申し訳ありません。今話しました様に、我々４人で『楽石雑筆』の君津地域の部分を

中心に、文字史料とそれから國學院大學からご提供頂いた写真資料に基づいて、検証を細かく行いながら、

まず『楽石雑筆』の記載に従ってやっているんですけれども。Ａ４サイズで、君津地方の記事だけ抜き出

しまして34頁とかなり膨大な量になります。大半が菅生遺跡関係のものですので、それについてはまたお

いおいという事も考えていますけれども。取り敢えず、九十九坊廃寺、牛ヶ作、丸山古墳という風に進め

ています。 

 『楽石雑筆』の中を読んでいきますと、先程冒頭の方でお話しました様に、古墳の記述というのもかな

りあります。菅生遺跡の調査をやっている時に、相里古墳ですとか松面古墳という古墳の調査をされてま

す。これは１日か２日位の調査で、我々の今の感覚からいうとかなり違いがあるんですけれども。こうい

った古墳の調査をされています。というのは多分、大場先生という、東京から著名な方が来られたのだか

らこの機会に調査をやってもらおうじゃないか、ということで古墳の調査をお願いしたんじゃないか、と

いう風に思います。 

 それと同様に、菅生遺跡の調査の方で、酒詰仲男さんが参加されているんですけれども。やはり酒詰さ

んも君津市の小櫃という所ですね。図１をちょっともう一回開いて頂きたいんですけれども、今お話しま

した九十九坊廃寺が真ん中辺りにありますが。｢九十九坊廃寺[君]｣の右側にJRの小櫃という駅があります。

その辺りの小学校の校庭から弥生式の竪穴が出たという事で、そこの小学校の校長先生が発掘を依頼して

きていまして。昭和13(1938)年の８月に酒詰さんと江藤さんという方が２日間で発掘をやっています。 

 君津地方では、住居址の調査としては一番古い事例ではないか、と思われますので、今後はこういった

ものも活用していきたい、と思っております。 

 今までの活動の現状をお話するという事で、纏まりがありませんでしたけれども、これで終わりにした

いと思います。 
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図４　九十九坊廃寺跡関連図
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史料１　『楽石雑筆』巻10　九十九坊廃寺跡調査
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史料２　『楽石雑筆』巻10　波岡村より八重原村へ
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写真１ 写真２

写真３ 写真４

写真５ 写真６
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写真７ 写真８

写真９ 写真10

写真11 写真12
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写真13 写真14

写真15 写真16

写真17 写真18
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写真19 写真20

写真21 写真22

写真23 写真24
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写真25 写真26
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